
１．災害の概要
山口県では平成30年７月５日から７

日朝にかけて断続的に激しい雨が降り、
県中部・東部を中心に記録的な大雨と
なった。岩国市・光市・周南市などで
は、土砂崩れによる家屋の倒壊や流出、
河川の増水による浸水等が発生した。
下松市では、気象台の下松地域気象

観測所で、５日00時から７日09時まで
の総降水量が478.0mmの大雨となり、
また、５日01時から02時までの１時間
に86.0mmの猛烈な雨が降り、観測史上
最大となった。
これにより笠戸島では、唯一の県道

笠戸島線の尾郷地区で崩土及び道台崩
落に加え、深淵地区で路面の亀裂も発
生し、７日未明から28日18時まで全面
通行止めとなり、複数の地区で約350
世帯550人が、約三週間も孤立した状
態となった。
道路の通行止めによって路線バスが

運休、陸上交通手段が使用できないこ
とから、住民の移動手段等が海上交通
に頼らざるを得ない状態となった。

２．検討会の目的

今回の豪雨災害によって笠戸島では、
唯一の島内道路が寸断したことにより 、
複数の集落が孤立した。

このため下松市は、 連絡船を運航す
るよう 調整し 、 通勤や通学などの人の
移動や物流の確保を図った。

瀬戸内海という 地域柄、 半島部や島
嶼部が多く 、 本土から架橋と島内道路
が接続されている地域が散見される。

架橋や道路に災害が発生した場合に
は、 住民生活や経済活動が妨げられ、
不安や不便を可能な限り最小限にする
ためにも、 この災害で経験したことが、
将来とるべき行動の目安になるのでは
ないかと考えた。

今回の経験から、 関係機関との連携
や役割などを振り返り 、 評価された点
や反省すべき点を抽出し 、 課題を整理
して、 今後の対応策を検討することに
した。

３．関係機関の対応状況（抜粋）

【笠戸島の被害状況】

平成３０年７月西日本豪雨災害での
笠戸島住民孤立に関する調査検討会の概要版

平成３１年３月２９日



５．検討会での課題の抽出
〇船舶の輸送能力不足について
〇岸壁での乗下船時の安全確保について
〇行政間の連絡体制の複雑化について
〇道路の通行止め情報の不徹底

４．航路の概要

7月9日から7月28日まで
3航路を最大5隻で運航実施

【写真は岸壁からの乗下船風景】

６．住民アンケートについて

（上記はアンケート用紙一部を抜粋したもの
結果については別添を参照）

７．住民の要望（アンケート結果から）

〇船舶への乗下船時に、交通弱者
（子ども高齢者等）への対応につい
て、配慮して欲しい。
〇積み残しがでた場合の対応が不
十分、暑い中で長時間待つは厳しい
〇船の行き先がはっきりしないので、
乗り間違えて大変な思いをした。
〇本土側から買い出した物を、自宅
まで持ち帰るのが大変だった。など

②船舶利用の際には、利用者の安
全対策を第一として、交通弱者に
対しても十分な配慮をする。

③輸送能力（旅客定員）の検討に
は、交通量を参考に算出する。

④行政機関からの連絡は、地域の
自主防災組織を活用し、文書等で
各自治会や各戸に配付する。

⑤二次交通とテントなどの待合施
設の確保。など

８．とりまとめ

①行政機関同士の相互連絡で住民の
より安全安心を護ることが出来る。


